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市
内
の
小
中
学
校
は
、
少
子
化
の

進
行
に
伴
い
、
年
々
児
童
生
徒
数
が

減
少
し
、学
校
の
小
規
模
化
が
進
み
、

今
後
も
同
様
に
推
移
す
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
北
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
老
朽
化
も
含
め
、
今
後
の

対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
10
月

１
日 

桜
川
市
教
育
委
員
会
か
ら
諮

問
を
い
た
し
ま
し
た
。「
桜
川
市
立

小
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配

置
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
及
び
具

体
的
方
策
に
つ
い
て
」
及
び
「
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
に
関
す
る
基
本

的
考
え
方
及
び
具
体
的
方
策
に
つ
い

て
」
の
２
項
目
に
つ
い
て
、11
回
（
毎

月
１
回
）
の
検
討
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
審
議
結
果
が
答
申
書
と
し

て
、
平
成
22
年
１
月
20
日 

桜
川
市

立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員

会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

「
桜
川
市
立
小
中
学
校
の
適
正
規

模
及
び
適
正
配
置
に
関
す
る
基
本

的
考
え
方
及
び
具
体
的
方
策
に
つ

い
て
」

年
度
対
比
小
学
校:

７
６
５
人
減
、

中
学
校:

５
１
６
人
減)

今
後
と
も

減
少
傾
向
は
続
く
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
。
ま
た
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
５
年
後
、
10

年
後
を
考
え
た
場
合
、
学
校
の
適
正

配
置
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
本
検
討
委
員
会
と
し
て
は
、
基
本

的
考
え
方
で
示
し
た
よ
う
に
、
当
面

の
間
は
、
児
童
生
徒
数
の
推
移
に
十

分
留
意
し
な
が
ら
、
提
言
し
た
事
項

の
推
進
に
努
め
ら
れ
、
現
行
の
学
校

配
置
を
望
む
も
の
で
あ
る
。し
か
し
、

将
来
に
お
い
て
更
に
小
規
模
化
が
進

ん
だ
場
合
に
は
、
小
学
校
と
中
学
校

の
枠
を
超
え
、
９
年
間
を
一
つ
の
ス

パ
ン
と
し
た
学
校
間
の
連
携
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
、
義
務

教
育
期
間
の
学
び
の
連
続
性
を
確
保

で
き
る
と
い
う
小
中
一
貫
教
育
の
導

入
を
、
５
つ
の
中
学
校
区
を
基
本
に

考
慮
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　
こ
の
た
め
、
桜
川
市
と
し
て
、
小

学
校
の
み
の
統
廃
合
で
は
な
く
、
中

学
校
も
含
め
て
現
在
の
中
学
校
を
拠

点
と
し
た
小
中
一
貫
教
育
の
体
制
づ

く
り
を
計
画
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う

答
申
す
る
。

　
な
お
、
小
中
一
貫
教
育
の
特
色
及

び
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
考
え
ら
れ
る
主

な
事
項
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①�

義
務
教
育
９
ヶ
年
を
通
し
一
貫
し

多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
小
中
学

校
の
保
護
者
と
同
じ
傾
向
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
①

個
に
応
じ
た
指
導
・
丁
寧
な
指
導
に

よ
る
学
力
向
上 

②
子
ど
も
同
士
、

子
ど
も
と
教
師
の
人
間
関
係 

③
他

に
頼
ら
な
い
自
己
判
断
に
よ
る
積
極

的
な
態
度
等
に
役
立
つ
と
こ
ろ
が
大

き
い
等
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
も
伺

わ
れ
る
。

　
本
検
討
委
員
会
は
、
市
内
小
中
学

校
の
現
状
と
課
題
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

同
様
、
小
中
学
校
と
も
に
統
廃
合
に

は
消
極
的
な
意
見
が
多
い
。し
か
し
、

今
後
、
更
に
児
童
生
徒
数
が
減
少
し

学
校
の
小
規
模
化
が
進
む
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

規
模
別
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
も
の
の
、
将
来
的
に
は
子
ど

も
の
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場

合
、
あ
る
程
度
の
学
校
規
模
を
確
保

す
る
た
め
の
統
廃
合
は
必
要
と
考
え
る
。

　
な
お
、
統
廃
合
を
進
め
る
に
際
し

て
は
、
単
な
る
統
廃
合
で
は
な
く
、

議
論
を
重
ね
、
改
築
す
る
に
は
、
敷

地
が
狭
小
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
今

後
と
も
幼
児
、
児
童
生
徒
数
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
２
つ
の
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
を
管
理
運
営
し
て
い

く
こ
と
は
、
厳
し
い
市
の
財
政
状
況

を
考
慮
し
た
場
合
大
変
困
難
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
統
合
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
の
意
見
で
一
致
し
た
。

【
具
体
的
方
策
】

　
前
記
の
基
本
的
考
え
方
に
基
づ

き
、
統
合
の
方
法
に
つ
い
て
議
論
が

な
さ
れ
、次
の
２
案
が
提
案
さ
れ
た
。

①�

新
築
に
要
す
る
費
用
と
南
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
増
築
す
る

費
用
を
比
較
検
討
し
、
余
り
相
違

が
な
い
場
合
、
ま
た
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
か
ら
各
学
校
へ
の
搬
送

時
間
を
考
慮
し
、
南
・
北
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
新
た
な

場
所
（
市
の
中
央)

に
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
新
設
す
る
。

②�

今
後
と
も
幼
児
・
児
童
生
徒
数
の

減
少
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
施
設

の
過
大
投
資
を
極
力
避
け
、
現
在

の
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理

能
力
（
３,
０
０
０
食
／
日)

を

基
本
べ
ー
ス
と
し
、
建
設
時
に
お

い
て
不
足
す
る
供
給
能
力
を
カ
バ

ー
す
る
施
設
を
増
築
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
の
観
点
か
ら
、
南
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
北
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
能
力
を

た
教
育
課
程
の
実
施

 

・
例:

６
・
３
制
、
４
・
２
・
３
制
等

②�

施
設
の
共
有
化

 

・�

体
育
館
、
プ
ー
ル
、
図
書
室
、

調
理
室
等

③�

小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
専
科
指

導
の
推
進

 

・
音
楽
、
図
工
、
外
国
語
活
動
等

④�

小
学
校
高
学
年
の
部
活
動
へ
の
参
加

⑤�

小
中
一
貫
と
し
て
の
集
団
活
動
や

行
事
へ
の
参
加

 

・�

運
動
会
、
文
化
祭
、
奉
仕
作
業
等

　
最
後
に
、
今
後
小
中
学
校
の
適
正

配
置
を
進
め
る
際
に
は
、
学
校
が
果

た
し
て
き
た
地
域
と
の
関
わ
り
や
歴

史
を
考
慮
し
て
保
護
者
や
地
域
住
民

等
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た

め
の
努
力
を
し
な
が
ら
、
計
画
を
進

め
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り

ま
す
。

「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
統
合
に
関

す
る
基
本
的
考
え
方
及
び
具
体
的

方
策
に
つ
い
て
」

【
基
本
的
考
え
方
】

　
本
検
討
委
員
会
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
現
状
等
を
踏
ま
え
検
討
し

た
結
果
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
北

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

安
全
面
・
衛
生
面
を
考
慮
し
て
改
築

又
は
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

の
意
見
で
一
致
し
た
。

　
さ
ら
に
、
改
築
、
統
合
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
資
質
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
並
び
に
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
お
け
る
学
校
の
果

た
す
役
割
の
重
要
性
を
認
識
し
進
め

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
こ
れ
ら
基

本
的
考
え
方
を
踏
ま
え
、
本
検
討
委

員
会
と
し
て
は
、
小
中
一
貫
教
育
を

視
野
に
入
れ
た
統
廃
合
を
進
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
な
お
、
現
状
の
な
か
で
、
よ
り
効

率
的
な
教
育
活
動
を
進
め
る
た
め

に
、
小
中
一
貫
教
育
に
至
る
当
面
の

基
本
的
考
え
方
を
提
言
す
る
。

①�

各
学
校
に
お
い
て
、
異
年
齢
に
よ

る
集
団
活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
。

②�

小
学
校
に
お
い
て
は
、
他
校
と
の

交
流
を
実
施
し
、
大
き
な
集
団
の

中
で
の
活
動
を
通
じ
て
社
会
性
等

を
学
ば
せ
る
。

③�

小
中
学
校
と
も
に
少
人
数
学
級

（
１
ク
ラ
ス
30
人
以
下
）
を
全
学

年
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、
個
に
応

じ
た
指
導
を
通
し
て
学
力
の
向
上

を
図
る
。

④�

複
式
学
級
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
。

⑤�

小
中
学
校
と
も
に
通
学
区
域
の
弾

力
的
運
用
を
図
る
。

⑥�

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
1
教
科
1

教
師
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
の

で
、優
れ
た
教
員
の
確
保
を
図
る
。

【
具
体
的
方
策
】

　
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数

は
、
年
々
減
少
し
て
お
り
（
平
成
10

有
す
る
施
設
を
増
築
す
る
。

　
本
検
討
委
員
会
で
は
、
更
に
２
案

に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
南

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
の
形

状
・
面
積
等
の
制
約
条
件
が
あ
る
な

か
で
、
ど
の
程
度
の
施
設
を
増
築
す

る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
不
確
定
の

部
分
も
あ
る
が
、
既
存
施
設
の
有
効

活
用
及
び
効
率
性
の
観
点
か
ら
、
②

南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
北

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
能
力
を

有
す
る
施
設
を
増
築
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
の
結
論
で
一
致
し
た
の

で
、
答
申
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
増
築
す
る
施
設
規
模
に
つ

い
て
は
、
過
大
投
資
に
な
ら
な
い
よ

う
幼
児
・
児
童
生
徒
数
の
推
移
に
十

分
留
意
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
ま
た
、
統
合
後
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
も
、
食
の
安
全
や
財
政
的
見
地

か
ら
民
間
委
託
を
含
め
検
討
さ
れ
る

よ
う
併
せ
て
要
望
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
桜
川
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
今
後
、
答
申
内
容
を
具

現
化
す
る
た
め
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
に
つ
い
て
、
内
部
会
議
を
開
催
し

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
基
本
的
考
え
方
】

　
本
市
の
小
中
学
校
は
、
茨
城
県
が

指
針
と
し
て
示
し
た
適
正
規
模
以
下

の
小
規
模
学
校
が
全
体
の
約
70
％

（
11
校)

を
占
め
て
い
る
現
状
で
、

こ
の
傾
向
は
今
後
と
も
続
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
見
る

と
、「
適
正
な
学
級
数
に
つ
い
て
」

の
設
問
に
対
し
、
小
学
校
で
は
２
～

３
学
級
と
回
答
し
た
保
護
者
が

71.

２
％
、
中
学
校
で
は
２
～
３
学

級
が
44.

７
％
、
４
～
６
学
級
が

50.

８
％
と
な
り
大
部
分
の
保
護
者

が
、
あ
る
程
度
の
学
校
規
模
を
望
ん

で
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。一
方
、

「
児
童
・
生
徒
数
が
大
き
く
減
少
す

る
と
予
測
さ
れ
る
学
校
の
今
後
に
つ

い
て
」
の
設
問
に
対
し
て
は
、「
現

行
の
学
校
配
置
を
維
持
す
る
」
及
び

「
通
学
区
域
の
弾
力
的
運
用
を
進
め
、

現
行
の
学
校
配
置
を
維
持
す
る
」
と

学
校
統
合
に
消
極
的
な
意
見
が
小
学

校
で
は
65.

３
％
、
中
学
校
で
も

65.

７
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
の
区
長
・
副
区
長
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
、
数
値
に

小
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合

～
桜
川
市
立
小
中
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
～


